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分野番号１ 小学校 学習指導の部

一年生児童へのきめ細やかな配慮と丁寧な学習指導について

大淀町立大淀緑ヶ丘小学校 教諭 河﨑 光美

１ 実践内容

小学校生活に期待と不安を抱いて入学してくる一年生児童

の気持ちに配慮すると共に、細やか学習指導と保護者への細

心の対応を心がけることを大切にしている。

(1) 生活ルールの指導

毎日、始業前に学級児童全員の連絡帳に目を通し、一人

ひとりの健康面や・精神面などの情報をつかんでいる。ま

た保護者に学校・学級・児童の様子をつぶさに知ってもら

う為、学級通信を毎日発行する。一年年生児童の保護者の方は我が子のことが心配で、

子どもの学校での生活に不安を感じていることも少なくない。そこで、通信で現在の

学習状況や学級の実態、子どもの成長や嬉しい気付きなどを細かく掲載している。

また、入学当初から学習の基礎となる鉛筆の持ち方・座り方・机の中の学習用具の

置き方を徹底し、授業時間ごとに繰り返し声に出させて身に付けさせた。下校時には、

身の回りの整頓がされているかを毎回確認し、児童自身に片付けの習慣を身に付けさ

せた。

(2) 学習の指導

発表は、一日５回を学級のルールと定めているので、児童は毎日発表することを自

然に受け入れていく。きめられた話形を覚えさせることで、発表時の自信につなげて

いる。

また「月の詩」を決めて、月毎の季節感を感じさせたり、音読練習をさせたり、暗

唱発表に学習をつなげていくことで、発表の力を楽しみながら身に付けさせた。

復習では、算数科と国語科の授業前15分間をとり、「計算」や「読み書き」の反復

学習を行い、既習の内容を定着させるよう努めた。例えば、聞き取りの力を養う為に、

アニマシオンを取り入れ、回数を重ねて力を付けさせている。

学習を楽しんで、また分かりやすく

進める為に、教材を工夫し、視覚的に

分かりやすく示している。例えば「作

文」の学習では、作文をお魚に見立て

て、頭（はじめ）お腹（中）しっぽ（お

わり）で表し、段落の意味を理解しや

すいように、教材に工夫を凝らした。

頭は「しらせたいこと」、しっぽは「心

で思った・感じたこと」を書く。一番

たくさん書いてほしいお腹の部分は、
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「いつ」「どこで」「だれが」「なにを」「どうした」の内容を必ず押さえて書くよう

に指導した。学習前に、マス数の少ない作文用紙を用意し、反復学習を重ねた結果、

文章つくりに抵抗をもつ児童が減り、楽しんで作文活動に取り組むようになった。ま

た、失敗例として画像の左端にあるように、頭の部分が多すぎるような文章やしっぽ

やお腹の部分がないような文章が、おかしいと気付かせるために、児童に視覚的に分

かりやすい教材を作成した。

また、読書を楽しんで習慣化するために「読書のれん」の活動をした。読書カード

を三種類（日本のお話・外国のお話・図鑑）に色分けし、上から下へと貼っていった。

児童は最初、のれんの長さを競うようにして読書をし始めるが、続けることによって、

多くの書物に触れる機会が増え、自然に本の中の世界に魅了され、読書の楽しさに気

付くことができた。読書量が増えることで、言葉を多く知る機会が増え、作文力や表

現力にもつながっていった。

上記のように、児童個々の学習内容を定期的に通信に載せたり、児童自身が授業中

につくった問題を宿題として掲載し、友だちの書字や作問を見たり、自分のものと比

べたりする中で学習意欲を高める効果もねらっている。保護者の方にも見て頂いて、

家庭学習の支援を促す目的としている。

１年生では、生活科でアサガオの生長を学習するが、その時に併せてヒマワリも育

てている。そのヒマワリを感謝のしるしとして、見守り隊の方へのプレゼントとして

贈っている。春にはチューリップもプ

レゼントしている。贈るまでに、道徳

の学習も兼ねて、登下校の安全を守っ

てくださっている地域の方々や、周り

の大人の人への感謝の思いを高めてい

って、手紙と共に気持ちを贈るという

心の学習をしている。自分たちの安全

な生活が、たくさんの人々の支えの中

で成り立っていることに気付き、感謝

の心を養うことをねらいとしている。

２ 成果及び課題

一年生という低年齢もあり、自分から思いを発せられない児童も多いので、児童に目

を配り、毎日必ず一人一人と会話をもつことを大切にしてきた。些細なことであっても

褒めたり励ましたりする声かけで、児童に安心感と認められているという自尊心をもた

せることができると考える。

また、配慮が必要な児童の学習面・生活面への指導については、反復指導を繰り返し、

日々の進退を文章に書き留め、児童の成長の手立てに役立てている。しかし、学校だけ

の取組だけでは難しいところもあるので、保護者との連携を密にし、保護者からの協力

や支援を得られるような信頼関係をあわせて築いていくことも大切であると考える。
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分野番号１ 小学校 学習指導の部

子どもたちが主体的に活動できる音楽の授業について

五條市立野原小学校 教諭 城 早幸

１ 実践内容

母校であるこの学校に赴任したのは８年前。前任の音楽担

当は歌唱指導に力を注いでおられた尊敬する恩師であった。

その後の音楽専科を引き継ぐことは、私にとって、とてもプ

レッシャーであった。器楽肌の私は一般的な授業の中での歌

唱指導や、当初から活動していた金管クラブの指導はやれる

ものの、野原小学校の歌唱レベルを落とすことにならないか

不安であった。私は様々な研究会に参加したり書籍を読んだ

り、独自に思いついた方法を試したりしながら、野原小学校

の音楽を進めていった。

(1) 日々の授業 「まず好き、そして得意に～好きこそ物の上手なれ！をモットーに」

４月当初は毎年どのクラスも担任が代わり、子どもたちが戸惑っている様子が音楽

の授業の中で感じられる。そして５月６月と月日を重ねるごとに、前年度とはまた違

う雰囲気や表情が見られる。楽しく音楽の活動をするためには何人グループでもすぐ

につくれる、つまり誰とでもグループになれ、認め合えるクラスの空気、心の解放が

不可欠である。そこでルーティンワークとして、体を使う発声のウォーミングアップ

(腹筋体操・お口の体操アエイウエオアオ)やリズムステップ、グループ活動を取り入

れたアクティブラーニングによる読譜練習などを導入した。答え合わせも音の高低を

手の位置で表現したり発声するなどひと工夫した。さらに楽典や器楽を楽しく正しく

身に付けるためにも様々な試みを積み重ねた。音楽が得意になる魔法のじゅもん・ド

レミッション・ハンドサイン・発声のウォーミングアップ・楽器の苦手克服ポイント

(目印の輪ゴム)などが主に実践したものである。(H24年６月の県音楽教育研究会前期

大会やH28年７月・H29年７月の五條市教科等研

究会音楽部会の研究授業で紹介)

また、一年間を通して毎日歌える『月ごとの

歌』を選び、CDにまとめたものを各クラスに

配布した。各担任の協力もあり、朝の会や帰り

の会など毎日どこかの時間でクラス全員心を合

わせて歌うという習慣を付けていくことができ

た。

(2) 伝統の第25回「野小コンサート」

野原小学校では毎年11月頃に校内音楽会を行っている。今年度も保護者や地域の方

々をお招きして盛大に開催した。オープニングには全学年で手話をしながら歌う「ビ

リーブ」の全員合唱。１年生から６年生の学年ごとに歌あり、鍵盤ハーモニカまたは

リコーダー奏あり、そして今年は１～３学年合同の器楽合奏にもチャレンジするなど、

日々の音楽の授業で学習した成果を発表する様々なプログラムを構成した。また市内

小中音楽会に参加した４･５年生合同の演奏、金管バンドクラブの演奏、先生達のサ
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プライズ合唱を含め合計11の演目となった。４・５年生の合同演奏は、歌いだしにア

カペラで「ハナミズキ」、そしてリコーダー奏へとつなぐ。２曲目「道化師のギャロ

ップ」は５年生の鍵盤打楽器アンサンブル、そして４・５年生全員の器楽合奏は「や

ってみよう(ピクニック)」と「道化師のギャロップ」をパートナーソング風にアレン

ジして演奏した。高学年になると、ソロで歌ったりソプラノとアルトパートを一人ず

つ二重唱で声を重ねたり、大勢の観客の前でも堂々と自分の声を響かせることに自信

がついてきたようである。それを見て、中・低学年の子どもたちも「堂々と歌ってい

てカッコよかった。」「やわらかい声がきれいだった。」「私も一人で歌うことにチャ

レンジしてみたい。」など、新たな目標を見つけた様子である。このように、今年の

コンサートでも子どもたちは日々の集大成としての演奏を発表することができた。

(3) 金管バンドクラブ

本校には金管バンドクラブがあり、今年度

は28名が在籍している。中でも５年生は女子

全員が金管クラブのメンバーである。全校の

割合からすれば４人に１人は金管バンドクラ

ブ所属ということになる。昨年一昨年は、二

年連続全国小学校管楽器合奏フェスティバル

西日本大会に奈良県代表として参加演奏し

た。本年度はこの７月に地域の夏祭りイベン

トの機会をいただき、初演奏し、４月に楽器を手にしたばかりの新メンバーも堂々の

デビューを果たした。また12月には全日本小学生金管バンド選手権（コンクール）に

初チャレンジの予定である。子どもたちは部活で学んだ音楽に対する意識やルール、

音楽的な知識も含めてたくさんの事を授業中や日々の生活の中で全校に広げてくれて

いる。

２ 成果及び課題

子どもたちは音楽の授業が終わり教室に戻る廊下で、また休み時間にきれいな歌声で

習った歌を口ずさんだり、雨の日などはリコーダーで知っているメロディーを試して吹

いたりするなど、音楽が身近なもので自然に触れられるものになってきた様子を感じる。

この６月にはFM五條から番組のつなぎに流すワンフレーズの歌声の収録依頼があり、子

どもたちは得意気に歌声を響かせた。ただ単に、歌が上手になったとか楽器が演奏でき

るようになったとかだけではなく、心の中の思いや、わき出す気持ちを、顔や声や身体

を使って音楽の中で表現させたいと思っている。学級担任はクラスを創る。１年生から

６年生の全校児童と関わっていける私は、情緒的な面と直結する音楽という切り口から

学校を変えていけると思っている。「歌うことが好き、楽器が得意、音楽っておもしろ

い、学校って楽しい！」と感じる子どもが一人でも多く増えていってもらいたい。そし

て、音楽に包まれた笑顔あふれる学校になってもらいたいというのが、私の願いであり

目標でもある。

３ その他の参考となる事項

五條市立野原小学校Ｗｅｂページ http://www.gojo-nar.ed.jp/nosho/
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分野番号２ 小学校 生徒指導の部

学校生活を支える生徒指導 ～体づくり・心づくりを通して～

生駒市立生駒南小学校 講師 金 秀勇

１ 実践内容

４年前（平成26年度）から本校の生徒指導主任を務めるこ

ととなった。児童の実態に目を向けると、「学習・生活・運動

面で充実している児童」と「学習・生活・運動すべての面で

課題を抱える児童」の二極化が進んでいるように感じた。後

者は、幼少期の生活経験や愛着形成が不十分なまま成長し、

学習や運動、人間関係など学校生活の様々な場面で課題を抱

えているように思う。そこで、体・心を育てていくことを大

きな課題と設定し、「体づくり」、「心づくり」を基盤とした生

徒指導に組織的に取り組んだ。児童一人一人が自己肯定感を

高められる指導を目指した。

(1) 体づくり

本校で平成24年度末より取り組んできた「ＧｎＰ(ぐんぐんのびろプロジェクト)」

について平成28年10月に全校児童アンケートを行い、これまで捉えにくかった取組の

効果を検証し、評価、改善を行った。アンケート結果では、「集中力が増した」、「自

分の体を意識するようになった」といった肯定的な意見が多く、これまでの取組が一

定の効果をあげていることが分かった。

① 今月の動き・南小たいそう・環境づくり

指先の器用さや体の軸を意識させて体を保持する運動を、月ごとに朝の会や毎授

業の号令に取り入れたり、本校オリジナルの南小たいそうを作ったりして体幹を鍛

える動きを生活に取り入れている。ケンパやストラックアウトの的、のぼり棒ドリ

ルなどを校舎や中庭に設置し、毎年修繕と改良を行っている。

② 南小ギネス

各学期ごとに走跳投のスポーツ大会を企画し、多くの児童が参加している。南小

ギネス記録を設けて児童が意欲的に取り組めるように工夫している。

(2) 心づくり

学級集団の中で、「自分の思いを伝える」、「他の人を思いやる」、「ルールを守って

行動する」ことを目標に、学校の様々な分野から心づくりに取り組んだ。清掃指導で

は、平成26年度から「３つの玉」を目標に継続して指導し、児童が主体的に掃除に取

り組む姿勢が多く見られるようになった。また、あいさつ運動では、地域との連携や

児童からのアイデアを生かして本校独自の取組を児童主体で進めることができた。

① あいさつ運動・あいさつキャラクター

毎月第１火曜に行われる地域の方々によるあいさつ運動

「あいさつタウンいこま」に合わせて校内のあいさつ運動を

行った。登校中に地域の方々と、校内では仲間と気持ちよく

あいさつできる経験の場として活用した。また、児童主体で

考案したあいさつ運動を企画し、毎年新しいキャラクターを
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決めて休み時間のあいさつ運動や啓発劇を開いている。

② 無音清掃「３つの玉」

がまん玉、みつけ玉、しんせつ玉の３つの玉をみがくことを清掃の目標とした。

低中高学年でそれぞれ重点となる玉を決めて、清掃を通して自分の心を伸ばせるよ

う指導した。

③ なかまづくり指導の共通理解

南小ギネスや縦割り活動をなかまづくりの場として教職員で共通理解を図ってい

る。活動を通して起こる人間関係の課題を人間形成の場として捉え、「トラブルが

起こることが当たり前」という基本姿勢で教職員が指導に当たった。

(3) 生徒指導担当の役割

平成28年度に危機管理能力向上研修を受講し、本校においても組織対応や関係機

関との連携の重要性を感じ、改善を試みた。定例の部会での情報交換や、個人カード

の全児童記入、ケース会議の充実など、児童理解や配慮児童の報告の場を保障し、教

職員間の共通理解を深めることに力を入れた。

① 定例部会の充実

これまで学期に２回行っていた児童の実態把握の部会を毎月開催とした。配慮児

童の連絡や活動の見直し、指導内容の共通理解をより図れるようになった。

② 個人カードの活用

配慮を要する児童に記入していた個人カード（平成25年度より）を平成28年度か

ら全児童対象に記入するように変更を行った。欠席や遅刻の数を記入するように変

更し、不登校傾向の児童を次年度の学年にうまく接続できるように改善した。

③ ケース会議の充実

各学年から低中高の生徒指導部員、主任そして管理職へと連絡体制を確立し、必

要な時に小規模のケース会議を迅速に開くことができるように改善した。従来のケ

ース会議だけでなく、少人数で開く簡易版ケース会議も活用し、指導内容の共有と

情報の共通理解を狙った。

２ 成果及び課題

11月に行う児童のアンケートでは、毎年多くの児童が学級の中で学習やなかまづ

くりを肯定的に捉えている結果が出ている。これは児童の自己肯定感を第一に考え、

児童の心身を伸ばしていく支援体制が学校全体で共通理解されていることの成果だと

考える。また、全校体制で取組を進めることで、他学年の児童理解や情報共有が深め

られる利点もあった。生徒指導部も共有した情報を基に迅速な対応ができていると感

じている。学校生活の全ての場面が生徒指導であり、人間形成の場であることを意識

し、教職員間の児童理解を共有できるようなよりよい生徒指導体制を更に進めていき

たい。

３ その他参考となる事項

生駒市立生駒南小学校Ｗｅｂページ

http://www.ed.city.ikoma.nara.jp/netcm/?page_id=311

奈良県教育委員会 平成28年度「学校における危機管理能力向上研修」関係リンク集

http://www.pref.nara.jp/secure/175035/H29mokujilinklock.xls



- 7 -

分野番号３ 小学校 学校体育の部

どの子も夢中になる体育学習による体力向上の取組について

橿原市立晩成小学校 教諭 吉田 英貴

１ 実践内容

子どもたちを取り巻く生活環境の変化に伴い、子どもたち

が運動する機会の減少や体力・運動能力の低下が危惧されて

いる今、学校体育のもつ役割は非常に大きいと考える。

私自身が実際に体育授業を行う中で、どの子も夢中になっ

て取り組む体育授業を創造し続けていくことはもちろん、近

年急増している校内外の若手教職員に、小学校６年間の系統

性を大切にした年間指導計画に基づく体育科の授業づくりを

広めていきたいと考え、取り組んできた。

(1) 授業実践について

体育の授業づくりを学級づくりの大きな柱と捉え、実践を重ねている。長年研究を

進めているゲーム・ボール運動の領域では、既存のルールに児童を合わせて活動させ

るのではなく、児童の実態や身に付けさせ

たい力を明確にし、それを基にルールを工

夫して活動していくという考えを大切にし

て授業づくりを進めている。そうすること

により、どの子にも活躍のチャンスがあり、

「がんばってみたい」という意欲を高め、

共に学び、高めあう体育授業の創造に努め

ている。

(2) 校内研修について

ここ数年、校内研修として年に数回，体育科の授業づくり及び体力向上に関わる研

修会を実施している。様々な授業を見せていただいたり、研修会に参加させていただ

いたりした中で研鑽を積んだ内容を校内の教職員に発信している。

(3) 対外的な活動について

① 市・県の小学校体育研究会での実践発表・授業研究・実技研修会講師

一人一人が体と心をしっかり動かすことを目指して取り組んだボール運動ゴール

型「タグラグビー」の授業公開及び実践発表を行った。

また、市内の若手教職員を対象に水泳やゲーム・ボール運動（ゴール型、ネット

型）の授業づくりについての実技研修会を実施した。

② 子どもの体力向上指導者養成研修（中部ブロック）への参加

独立行政法人教員研修センター主催の研修会（４日間）に参加し、陸上運動領域
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の研修を受けた。その後県内の教員対象の伝達講習会の講師を２度務め、陸上運動

の授業づくりについて研鑽を積んだ内容を広めていった。

③ 保健体育課の体力向上推進コーディネーター

平成26年度に県立教育研究所に勤務し、県内の小学校・幼稚園を訪問して多くの

出張授業や職員研修、講座、実技研修

会を実施する中で、多くの研鑽を積む

機会を得た。

また、幼児を対象とした「子どもを

夢中にさせる運動遊びプログラム」作

成に携わらせていただき、運動機能が

急速に発達する幼児期・児童期の運動

遊びについて研究する機会を得た。

２ 成果及び課題

どの子も夢中になる体育の授業づくりを目指し、実践を重ねていく中で、子どもたち

が授業終了後に体から湯気を立ち上らせ、授業の感想や友だちのがんばり、自分が新た

にできるようになったことを意気揚々と話してくれる機会が多くなっている。体育科の

授業の中で、様々な運動に触れ、運動量を増やし、夢中になって運動に取り組むことは

体力向上に直結していくと考える。

近年継続的に行っている校内研修会後には、多くの教職員から質問や相談を受けてお

り、共により充実した体育科の授業をつくっていけるよう努めている。小学校６年間の

系統性を大切にした体育科の授業づくりを学校全体として目指していくという雰囲気の

高まりが見られる。

しかし、子どもたちが今後、生涯にわたり運動に親しむことができる資質が身に付い

ているのかという点については、引き続き検証を重ねていく必要がある。

体力向上推進コーディネーター・奈良県教育委員会指導委員（体育）という貴重な経

験をいかして今後も更に研修・研鑽を積み、様々な場面で伝え、自らの教育実践に返し

ていきたいと考えている。

３ その他参考となる事項

県立教育研究所Ｗｅｂページ なら“先生の蔵”～授業のための教材・教具集～

http://www.nps.ed.jp/nara-c/gakushi/kura/
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分野番号５ 小学校 学校体育の部

児童が運動に親しみ、友だちと豊かに関わる体育授業の創造を目指した取組

橿原市立香久山小学校 教諭 米川 奈緖

１ 実践内容

近年、本校の児童を取り巻く生活環境が変化してきている。

校区内の全ての公園で、ボールの使用が禁止になったり、空

き地で遊ぶことができなくなったりし、児童が思い切って楽

しんで遊べる環境がなくなりつつあることが一例として挙げ

られる。小学生の時期に様々な遊びを通して運動感覚を身に

付ける必要があるが、その環境が整っていないことが懸念さ

れる。

本県では、全国体力・運動能力、運動習慣等調査及び奈良

県児童生徒の体力テスト調査の結果、体力の低下傾向に歯止

めがかかり、改善は見られるものの課題が残る。そこで、体力向上や運動習慣の確立を

目指した取組、体育学習の指導方法等の工夫・改善について研究を深めるとともに教員

の指導力向上を図るため、体力向上推進コーディネーターが設置されることになり、そ

の任を受けて体育科について改めて学ぶ機会を得ることになった。

コーディネーターとして各校を訪問すると、発達段階に応じてどのような力を付けた

らよいか悩んでいたり、教具が限られているため効果的に授業を展開できず困っていた

りする現状があった。自分自身も同じような経験をしたことがあり、少しでも力になり

たいと思い支援に当たった。

(1) 授業支援

まず、学級担任と一緒に、各校の年間指導計画に沿ってきちんと指導できているか

確認し、具体的な指導内容についても考えた。そしてそれをもとに、児童の実態を踏

まえた単元計画の立て方、ねらいを明確にした授業の進め方を提案した。特に、運動

が苦手な児童も楽しんで活動できるための手立てや安心して取り組めるスモールステ

ップの場作りの大切さを伝えることに努めた。

実際の授業では、ティームティーチングの形態で支援した。まず、Ｔ１として、授

業を通して、基本的な授業の進め方や限られた時間内で児童の運動量を確保するため

の工夫、単元や授業構成の視点を伝えた。授業では、次時以降も継続して取り入れて

もらえるように、なるべく訪問校の教具を使用した。また、状況に応じて手作りのも

のを持参して紹介したり、訪問校にあるものを利用して一緒に作ったりもした。Ｔ２

としての支援は、技能習得のための指導法のほか、視点を与えたペアやグループでの

学習方法を提案し、児童のつながりを育むための実践のサポートを心がけた。また、

授業後に振り返りを行い、次時以降のよりよい授業展開のための協議を重ねた。

さらに、資料提供や放課後のミニ研修、夏期休業や冬期休業中の職員実技研修会を

通して、体育科への理解が一層深まるよう努めた。また、児童が夢中になって運動し、

友だちとの豊かな関わりの中での技能習得を目指した研究授業に関わり、単元を通し

て授業の進め方を支援する機会にも恵まれた。

(2) 体育主任への支援
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訪問校の体力テストの結果分析を主任とともに行って課題を共有し、次年度の取組

に向けた提案と資料提供を行うことで、体力テストの意義と結果の有効活用について

の理解を図った。また、系統立てた年間指導計画への見直しと確実な実施に向けて協

議した。そして、各校の主任がリーダーシップの必要性を自覚し、授業の活性化や課

題に応じた取組等を推進できるようサポートした。さらに、体育倉庫の片付けや児童

の動線に沿った体育用具の配置への見直しに関する提案を行い、学校全体でスムーズ

な授業展開への改善が図られるように助言した。

また、授業は日々進んでいくものであるため、訪問日以外にも困っていることや悩

んでいることを相談、解決できるようできるだけ頻繁に連絡を取り合うようにした。

その中で、必要に応じて他校の取組を紹介し、市内のネットワーク作りにも心がけた。

(3) 体育的課題に応じた本校での取組

本校は、運動好きな児童が多いものの、休み時間の

遊び方に偏りが見られる。そこで、今年度より校時を

変更し、業前体育である朝のスポーツタイム（朝スポ）

を設けた。朝スポでは、児童が水曜日に自由遊びを楽

しみ、それ以外の曜日は、縦割り班（フレンド班）で

数種類の運動遊びメニューに取り組む。児童の興味や体力的課題に応じた運動遊びメ

ニューを毎日ローテーションするよう計画した。朝スポでは児童の運動遊びの多様化

・日常化を図ると同時に、課題である投能力や腕支持感覚、逆さ感覚、回転感覚を育

むこともねらっている。朝スポで楽しみながら継続的に取り組ませ、体育授業だけで

は十分に育むことが難しいそれらの能力を身に付けられるようにしている。また、以

前に橿原市の事業で行ったミズノのキッズヘキサスロンの用具を使用した低学年授業

をミズノと協力して実践した。ミズノの健康運動指導士と相談しながら単元計画を立

てることで、本校にある教具の多様な活用法を知ることができた。

２ 成果及び課題

コーディネーターとして微力ながら最も大切にしたことは、教員も児童も体育が好き、

楽しいと実感できるようにすることであった。児童が無理なく楽しみながら「できた」

を実感できる授業の展開を通して、教員も自信と意欲を向上させることができたのでは

ないかと感じている。また、授業後の振り返りで、ねらいを明確にした授業の展開と工

夫について学級担任と協議を行うことで、教材への理解が一層深まりその後の授業展開

に反映させることができた。そして、各校の体育主任と年間指導計画の見直しや確実な

積み上げの必要性について協議し、体力的課題に応じたより効果的で実効性のある年間

指導計画の作成につなげることができた。

本校においては、学校便りで児童の実態や運動への関心をも

ってもらえるように家庭へ啓発することを通して、保護者が遊

具の増設に尽力してくださる機会にも恵まれた。また、休み時

間に固定施設を使って遊ぶ児童が増えたり、遊びの種類が多様

化したりしつつある。各校における授業や体育主任への支援と本校での取組を通して、

一緒に学び支援する以上に、自分自身が多くのことを教わることができ、貴重な研究の

機会となった。この経験を生かし、今後もより一層自己研鑽に励みたい。
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分野番号３ 小学校 学校体育の部

主体的・対話的な学びを通した体力向上の取組～運動・外遊びの日常化を目指して～

香芝市立志都美小学校 教諭 澤田 善広

１ 実践内容

体力低下への歯止めがかかってきているが、体力の二極化が

進んだり昭和60年代と比べると依然低い水準であったりするこ

とが課題となっている。児童の体力向上は、「運動を楽しむ」

気持ちが満たされてこそ、意欲的に取り組むことができると考

える。そこで、児童どうしの関わりや集団の高まりを意識し、

主体的・対話的な学びを通して体力を高めさせたいと考えた。

主体的な学びでは、運動の楽しさや喜びを見つけ、自分の課題

や体力向上の必要性を理解するとともに、課題解決に向けて取

り組むことを、対話的な学びでは、課題解決に向けて、助け合ったり教え合ったりしな

がら仲間と豊かに関わる協働的な活動を重視したいと考えた。

また、児童の体力を向上させるためには様々な環境を整えることが必要であると考え、

学校全体で「運動・外遊びの日常化」をキーワードに取り組んだ。

(1) 「体力向上大作戦！」主体的・対話的な学びを通した授業作り

① 体力向上の必要性を理解させる工夫

体力の必要性を理解させるため、まず体力テストの種目を体の柔らかさを高める

ための運動（ストレッチコース）、巧みな動きを高めるための運動(テクニックコ

ース)、力強い動きを高めるための運動(パワーアップコース)と動きを持続する能

力を高めるための運動(スタミナコース)の４つに分類した。運動と体力要素の関わ

りを指導するとともに、１学期に行った体力テストの結果を児童自身に分析させ、

その中から身に付けたい体力や自分の課題を設定させた。体力向上の必要性を理解

させるとともに、個々の課題を持って主体的に取り組ませることとした。

② 仲間と関わりながら課題解決を図る工夫

動きを持続する運動に対して、「しんどい」というイメージをもっている児童

が多い反面、アンケート調査では多くの児童が、身に付けたい体力として挙げた。

また、体力テストでは長座体前屈と握力が男女ともに県平均を下回っており、本

校の課題にもなっている。小学校高学年という発達段階を考慮し、動きを持続する

能力を高めるための運動と体の柔らかさを高める運動の二つを学級全体の共通課題

とした。単調なトレーニングにならないように共通の課題を設定し、学級全体やグ

ループ単位で活動することで仲間と関わり合いながら楽しんで運動したり、友だち

の良さにも気付いたりできるようにしたいと考えた。

③ 課題解決に向けた運動の行い方を発展させる活動の工夫

個々の体力や課題に応じて運動の負荷や動きに変化をもたせたり、得点化するな

どゲーム的要素を取り入れたりして楽しみながら活動する中で体力の向上につなげ

ていった。「回数・時間・距離・姿勢・方向」など動きに変化をつける条件を話し
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合ったり教え合ったりしながら、課題解決できるように発展的な行い方や動きをグ

ループで工夫させた。

(2) 「運動・外遊びの日常化」を図るための取組

① 家庭啓発のための学校体育通信の発行

体力を向上させるためには、家庭の協力が必要不可欠である。学校と家庭が両輪

となって、体力向上できるよう「しずみっ子体育通信」を発行し、学校での取組の

様子や課題について知らせた。

② 志都美パワーアップタイムの推進

基礎体力の向上を図るために、体育科の授業開始５～10分を「パワーアップタイ

ム」と設定し全校で取り組んだ。体育科の指導や運動が苦手な教員にも取り組みや

すいように、より具体的に運動内容を紹介し、資料を提示した。

③ 運動委員会による遊びの紹介

外に出て体を動かすきっかけ作りになるよう、運動委員会から遊びの紹介を行っ

てきた。準備物が少なく、手軽にできる遊びを運動委員会から紹介することで、縦

割り遊びの中でも紹介された遊びを活用する姿

が見られた。

④ 「校内しずみんチャレンジ大会」の実施

運動の楽しさを体感し、記録に挑戦したり仲

間と関わりながら運動したりすることができる

ようにチャレンジ大会を実施した。全校で取り

組むことで、異学年の交流にもなった。

２ 成果と課題

「体力向上大作戦！」の取組後のアンケートでは、「みんなと一緒に活動することは

好きではない・全く好きではない」と答えた児童が12.5％から０％になった。友だちと

一緒に運動したり、運動を工夫したりする活動を通じて、友だちの良さや仲間と協働的

に活動することの良さにも気付くことができたと考える。健康を保持増進するために児

童自身に体力向上の必要性を理解させることは、必要不可欠である。知識の理解をもと

に運動の技能を身に付け、その上で一層の理解を深めるなど、知識と技能を関連させて

学習することが大切である。今後は小学生の発達段階に応じて、体の柔らかさや巧みな

動きを中心に取り組んでいきたい。さらに、１年間を通した長期的な学習過程の中で、

運動について課題を発見し、その解決に向けて繰り返し取り組み、試行錯誤を重ねなが

ら更に思考を深めていく「深い学び」へとつなげられるようにしたい。児童は、体を動

かしたり遊んだりすることが好きであるが、運動や遊びのきっかけ作りをしないと積極

的に運動に取り組めないことがあると感じた。場や時間、道具などの環境作りも必要で

あると考える。体力の向上は、結果としてすぐに数値に表れるものではないが、生涯に

わたる運動に対する意欲や態度を育成できるよう「運動の日常化」を目指して、更なる

取組を継続的に進めていきたい。
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分類番号５ 小学校 特別支援教育の部

インクルーシブ教育の推進のための特別支援教育体制の充実

宇陀市立榛原小学校 教諭 髙木 範子

１ 実践内容

通級指導教室が設置されて７年目を迎える本校では、イン

クルーシブ教育の観点から平成25年度より３年間「ユニバー

サルデザインの授業づくり」を研究主題として校内研究に取

り組んだ。通級担当３年目を迎え、個別指導で児童の発達を

促すとともに、日常的な学習環境を整えることの大切さを日

々感じながら取り組んできた。また、校内では特別支援教育

コーディネーターとして、宇陀市内では地域の特別支援教育

のセンター的役割として、校内の支援体制づくりや理解啓発

に努めてきた。

(1) 校内支援体制の充実

口頭での連絡や共通理解では、支援の継続が難しいと考え、いくつかの簡易なシー

トを提案して担任の経験や力量に左右されない体制づくりに取り組んだ。

① 「支援シート」の活用

以前は、実態把握と共通理解を進める際、口頭での報告になりがちなため、共通

した記録が残らず、学年が上がると支援が継続できていないことがあった。そこで、

平成26年度より「児童実態把握シート」を作成し、通常の学級で支援や配慮を要す

る児童の共通理解に努めてきた。児童の様子と手立てを記入したものを、学級ごと

にファイルにまとめ、学年部会で共通理解するとともに、特別支援教育支援員（非

常勤）への情報提供にも利用している。さらに、通常の学級に在籍し通級指導を受

けている児童については、「個別の指導計画」を作成し、目標も記入している。こ

の「個別の指導計画」は、特別支援学級や通級指導教室での自立活動などの学習活

動を計画することだけを目的とするのではなく、通級指導教室での見立てや指導、

学級の中で生かされること、指導の一貫性をねらったものでもある。そのため、担

任が負担なく書き込めるような様式にした。

② 「ケース会議：個別支援計画シート」の活用

特別支援教育部と生徒指導部の代表者がともに教育相談のコーディネートをして

いる。通級指導教室に通う児童に関して、保護者と目標をそろえる必要を感じるケ

ースが複数あり、平成28年度には保護者も参加するケース会議を行った。会議の目

的に合わせた書式（滋賀県教育委員会作成の「ケース会議：個別支援計画シート」

を改編）を作成し、短期目標を明確化して取り組んだ。

③ 「榛原小学校ユニバーサルデザインプラン」シートの活用

児童に対してユニバーサルデザインの授業を行なうのは、全ての児童に「わかっ

た、できた。」を味わわせたいためであり、そのためには、経験に左右されずに全

ての教員が足並みをそろえた実践をできるようにしたいと考えた。そこで、平成27

年度に参加していた奈良県立教育研究所プロジェクト研究の中で、「榛原小学校ユ

ニバーサルデザインプラン」というシートを考案した。ユニバーサルデザインの授
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業については実践事例や書籍等で情報を得ることが

できるが、その具体的な手法は児童の実態に合って

いなければ効果が得られない。また、その支援が有

効であったと判断するためには、授業のねらいが達

成されているかどうかが大切であり、単に正解が導

かれただけでは有効と判断できない。そこで、本時

の「付けたい力」を明確にし、具体的な「目指す子

ども像」を考えることで、有効な手立てを見付ける

ことができると考えた。さらに、評価場面と評価方

法も明確になるように記入欄を設けた。

(2) 発達障害への理解・啓発

① 校内研修

平成23年度より自閉症に関する校内研修を行ったのをはじめとして、発達障害児

への理解や指導方法の啓発・研修を行ってきた。特に、発達障害の原因の一つに感

覚の違いがあることや、疑似体験を通して児童の「困り感」を伝えることに重点を

置き、学習環境を整えることの必要性を伝えるようにしてきた。

② 宇陀市のセンター的機能

他校通級している児童も多いことから、担任者連絡会を定期的に行い、通級指導

に関する理解・啓発を行っている。また、宇陀市教育センター研修やコーディネー

ター研修にプログラムの提供やグループ討議の助言等の協力を行っている。

２ 成果及び課題

障害のある児童・生徒が「特別」でなく「当たり前」に自分に合った教育を受ける事

ができる教育がインクルーシブ教育であると考える。しかし、各教員の意識の差からそ

れが保障されないこともあるのが現状ともいえる。本校においては７年間の継続的な研

修や取組が成果として現れつつある。

(1) 校内支援体制の充実

各種のシートの活用を行うことで、進級して担任が替わったり、担任以外の教員が

対応したりする場合でも、一貫した指導・支援を行うことができるようになってきた。

そのことにより、児童の学習意欲の向上や不適応行動の改善ができてきている。

(2) 理解・啓発及び継続した研修

校内においては、継続的な研修の成果として発達障害の児童を捉える視点をもった

教員が増えているが、人事異動があれば改めて研修が必要になる。意識を統一するた

めの研修は全体で行い、具体的な対応方法については学年による部会毎の研修にする

ことで、より主体的・実践的な教育になると考える。

校外においても、特別支援教育担当の交替は常にあるので同様の課題があり、個別

ケースの相談を通しての理解はもちろんのこと、特別支援教育担当だけでなく市内全

体の教員の意識改革を行うような継続した研修や各校での取組が必要と考える。

３ その他参考となる事項

奈良県立教育研究所 平成27年度研究集録 プロジェクト研究６ 特別支援教育

宇陀市立榛原小学校Ｗｅｂページ http://www.haibara-e.ed.city.uda.nara.jp/
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分類番号５ 小学校 特別支援教育の部

特別支援教育における校内体制の充実に向けて

特別支援教育コーディネーター・特別支援学級担任としての取組

橿原市立白橿北小学校 教諭 上田 知華

１ 実践内容

特別支援学級担任として８年間、また、そのうちの３年間

を校内の特別支援教育コーディネーターとして特別支援教育

に携わる中で、本校の特別支援教育の支援体制の充実に向け

て取り組んできた。

(1) 特別支援教育コーディネーターとしての取組

① 校内の支援体制の充実に向けて、毎年、年度初めに特

別支援教育部で、特別支援教育推進計画を作成し、全教

職員がチームとなり支援をするという意識を大切にして

きた。特別支援教育は、特別支援学級担任だけが担うのではなく、全教職員が共通

理解しながら、全ての児童に対して分かりやすい授業づくりやお互いを理解し合え

る学級づくりに取り組むことが大切であると考える。個別の教育支援計画や個別の

指導計画の作成に当たっては、児童の特性に応じたきめ細やかな支援が行えるよう、

特別支援教育コーディネーターとして、担任と積極的に連携を取っている。普段か

ら気軽に話しやすい雰囲気作りを大切にしながら、教職員間で児童についての情報

交換を行うことで、校内の支援が必要な児童の実態把握に努めている。橿原市では、

４年前から共通した個別の教育支援計画を作成しているが、まだ作成することに慣

れていない教職員も多い。そこで、自らも研修を重ねながら、記載の仕方や保護者

との連携のとり方、活用の仕方などを全体に周知できるようアドバイスしている。

また、専門機関からも児童の指導に当たって適切な助言を得られるよう相談の日程

を調整するなど、連携を図っている。

② 途切れない支援のために

効果的な支援が途切れないためには、積み重ねてきた児童への支援方法や保護者

の願いなどを確実に次に引き継いでいくことが大切だと考える。次の担任に引き継

いで活用できる個別の教育支援計画や指導計画を作成するために、児童の困り感に

対する有効な手立てが具体的に示されているよう心がけている。また、校内で定期

的に支援委員会を開くなど、児童の短期目標や支援の手立てについて協議し、共通

理解をもつ機会を大切にしている。さらに、新１年生として入学してくる園児や中

学校へ進学する児童については、より丁寧な引き継ぎをすることで、本人や保護者

の不安を減らすことができると考える。特別支援教育コーディネーターとして、校

内の相談の窓口となりながら、学校や保護者と連携し、

具体的な手立てをしっかり引き継ぐようにしてきた。

(2) 特別支援学級担任としての取組

① 児童一人一人に合った教材と環境づくり

児童の発達段階に合わせた授業づくりには、楽しみ
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ながら学ぶ教材づくりと安心して過ごせる環境づくりが大切であると考える。そこ

で、児童の社会的な自立に向けて、コミュニケーション力を高める学習と体づくり

の学習には力を入れて取り組んできた。自分の思いを上手く伝えることができない

児童には、言葉を絵や文字で視覚的に捉えられるように工夫した。絵カードや言葉

カードを合わせるというゲーム感覚の学習は、児童にとって分かりやすく、楽しみ

ながら取り組むことができた。学習が分かることで児童が自信をもち、「次は、こ

んな学習がやりたい。」という意欲を高めることにつながった。児童が興味をもて

ることをうまく学習活動に取り入れ、力を伸ばせるように工夫している。

生活の基盤となる体づくりにも、教室の中にトレーニングコーナーを設け、短い

時間で毎日取り組める環境を作っている。サーキットやバランスボール、トランポ

リンなどを取り入れて体幹やバランス感覚、柔軟性を高めている。今年度は、子ど

も向けに作られたヨガに取り組むことで、ゆったりし

た音楽で心を落ち着けながらのびのびと体を動かす姿

が見られている。

さらに、児童がリラックスしながら、自分のやりた

いことをできるスペースを教室の一角に作った。自由

な時間を過ごすことで気持ちを安定させ、次の学習へ

の意欲を高めることにつながっている。

② 保護者との協力の大切さ

児童への効果的な支援のためには、保護者との協力関係が不可欠であると考える。

本校では、特別支援学級児童の保護者と担任間で、毎日、連絡ノートを交換し、学

校での支援の方法や児童の様子を知らせている。学校の支援の内容を保護者に知ら

せることで、家庭でも同じ方法を取り入れてもらったり、家庭での関わり方を知ら

せてもらったりしながら支援に生かすことができている。様々な場面での保護者と

の対話により児童理解が深まり、支援の方向性が徐々に形になり、適切な支援へと

つなげてきた。そして、私たちが児童の一番の理解者である保護者に学ぶという姿

勢を大切にすることで、保護者との信頼関係を構築することができた。傾聴・共感

・受容を心がけながら保護者の話を聞くことを通して、学校や児童に対する思いを

引き出し、支援の方法について合意形成ができるよう日々取り組んでいる。

２ 成果及び課題

私自身の取組は、日々の些細な積み重ねであり、目新しいものではないが、いろいろ

な児童や保護者と出会った経験を生かしつつ、本校の特別支援教育コーディネーターと

して全体の連絡・調整の役割を果たせるように心がけてきた。児童一人一人によって教

育のニーズが異なるため、経験が生かせなかったこともたくさんあったが、児童の実態

をしっかり捉えることや保護者と連携することの重要性に気付くことができた。そして、

児童のがんばりから私も力をもらい、児童が「できた！」と目を輝かせて喜ぶ瞬間が、

私にとっても一番の喜びであった。これからも、児童が笑顔で充実した学校生活を送る

ために、一人一人に合った教材作りや途切れない支援のための確実な引き継ぎに一層力

を入れて取り組んでいきたい。
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分野番号９ 小学校 学校教育目標の具体化の部

カリキュラム・マネジメントを取り入れた学校改善

五條市立阿太小学校 教諭 西出 晃彰

１ 実践内容

本校は小規模小学校で、児童は比較的穏やかで落ち着いて

いる。学校運営や学級経営も比較的円滑に行われており、そ

のためか、学校全体への教員の課題意識は低いように感じら

れた。教員に対して意識調査をおこなっても、学校全体の児

童の課題に対しての共通認識が持たれていないことが分かっ

た。また、全学年単学級であり、個業的な傾向が強く、教員

間の協働性は低いということも意識調査の結果からうかがえ

た。そこで、現状の課題を解決し、よりよい児童の成長を促

し、学校文化の醸成を図るべく、カリキュラム・マネジメン

トを取り入れた学校改善に取り組むことにした。

(1) 学校課題の把握と重点目標の設定

児童の実態を知・徳・体の分野で強みと弱みを出し合い、その中から共通する項目

を挙げて児童の課題生成を行った。その結果、児童の課題は、「自主性・主体性に関

すること」、「自尊感情に関すること」であり、それらを高める取組が求められるの

ではないか、という結論に至った。課題生成から、重点目標の設定に至っては、さら

に課題を絞り込むことが必要であると考え、話し合いを進めた。そして、「当番活動

はできるが係活動は苦手」という共通する具体的な姿が浮かび上がり、「自主性はあ

るが主体性が低い」という結論に至った。さらに、自尊感情に関しては児童の主体性

を育む活動を通して自尊感情に働きかけることとし、重点目標を「主体性を育む」と

設定した。

(2) 教育活動の構想と実施

重点目標が「主体性を育

む」と決定し、全ての教育

活動で実施することとなっ

たが、その核となる教育活

動の場として、運動会を選

定した。その理由は、全教

員・全児童・地域保護者が

参加する学校を代表する行

事であり、いわば学校を表

していると考えたこと、また本校の運動会自体が、児童数の減少によって、内容な

どの変更が急務であり、マイナーチェンジは最低限しなければならないという必要

性に迫られていたことからである。以下が運動会のカリキュラムの計画・実施の流

れ（図１）である。

① 体育部会・職員会議での運動会の実施計画及びカリキュラムの検討から合意

② カリキュラムの実施（運動会に関する様々な企画と運営を、児童自ら行うこと

図１ 運動会に関する一連のカリキュラム
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を通して主体性を育むカリキュラムの実施『児童が創り上げる運動会《プロジェ

クト型学習》』）

③ 児童の振り返りとカリキュラムの評価

(3) 教育成果の評価と改善（教育活動面における成果《児童の成長》）

全校児童を対象に主体

性測定尺度を運動会実施

前の６月と運動会後の10

月 に 測定した。その結

果、全学年の全項目にお

いて上昇する結果を得た

（図２）。また、児童の

具体的な発言や行動、

「運動会がんばりの木」

への記述などの質的デー

タからも、主体性を育むという重点目標の具現化が確認できた。

(4) 学校文化の形成（経営活動面における成果《学校文化の醸成》）

教員への意識調査の結果、本校の課題であった協働性に関わる項目で、顕著な高

まりが確認できた。また、自由記述欄にも「学校全体が同じ方向を向いて進んでい

る。」「児童の成長を喜び合うことができた。」など、教員同士の関係性の高まり

を裏付ける記述が多く見られ、よりよい学校文化が醸成されたことがうかがえた。

２ 成果及び課題

運動会をカリキュラム・マネジメントによる学校改善の中核に据え、取り組んだ結

果、運動会後、授業中に発言したり、奉仕活動に積極的に取り組んだりする児童が増

えるなど、日常生活の様々な場面で、児童が主体的に活動する姿が多く見られるよう

になり、他の教育活動への波及・効果も確認できた。また、学校文化においては、そ

の後も多くの時間、児童の成長を語り合う教員の姿が見られ、課題を共通認識するこ

とが共に成長を実感することにつながり、個業的傾向の解消にも少なからず影響を及

ぼすことが確認された。課題としては、新たなカリキュラムの作成は、多忙感や疲弊

感を誘発したことである。しかし、運動会後の反省会議の中で、この運動会に関する

一連のカリキュラムや次年度の運動会についても話し合われた。その中で、取組の大

変さは認めつつも、児童の確かな成長を実感し次につながる取組であるとする意見

や、次年度に更なる高まりを目指そうとする意見も出され、今後も継続することがま

とめられた。このことは、この一連の取組に対するポジティブな見方が高まったこと

を意味している。つまり、多忙感が達成感に変容した事実を示唆しており、これはカ

リキュラム・マネジメントによる学校文化に関わる成果でもあると言える。今後も更

に取組を継続、発展させ、「いい学校創り」を追求したい。

３ その他参考となる事項

五條市立阿太小学校Ｗｅｂページ http://www.gojo-nar.ed.jp/adasho/

図２ 主体性測定尺度６月･10月の比較
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分野番号２ 中学校 生徒指導の部

地域と連携した生徒指導について

香芝市立香芝北中学校 教諭 眞井 英司

１ 実践内容

平成19年度に着任して以来、本校の生徒数は年々増え、ピー

ク時の平成26年度には850人近くとなった。生徒数が多い中で

生徒指導上の問題は、多種多様化していき、教師が連携を取り、

組織的に対応している状況でも、困難な事例が度々起こった。

その中で、地域の方々の力を借り、学校と地域が連携した取組

を行うことによって、こうした問題が解決できないだろうかと

考えた。「地域とのつながり」によって、地域の方が学校に目

を向け、子どもたちを見守ることで、今まで以上に規範意識や

社会性を育むことができると考え、平成25年度から４年間、地域と連携した生徒指導を

目指して取り組んできた。その活動について報告する。

(1) 地域の方との巡視活動・下校指導

私が生徒指導主事を担当した当初は、年間数回の巡視活動を地域の方と私だけで行

っていた。より良い指導を子どもたちに行えるように、毎年方法を変更していき、現

在では、毎月１回地域の方と本校の約半数の教師が参加しての巡視活動・下校指導の

取組へと拡大することができ、より多くの教師と地域の方が合同で取り組める活動と

なった。その中で地域の方との情報交換も活発にできるようになり、学校以外での子

どもたちの様子を知ることができ、生徒指導に役立てることができたと言える。

(2) 地域の祭りでの巡視活動

地域で行われる祭りの巡視活動は、以前からＰＴＡ役員の方と協力して行ってきた

が、実際の巡視は、教師とＰＴＡ役員が別々に行う形だった。そうした中、ＰＴＡ役

員の方だけでは対応しきれない事象が起こることもあった。そこで、教師とＰＴＡ役

員の方で一つの班を形成し、そこに地域の方や校区内の小学校の先生にも入って頂く

ような形をとるようにした。そうすることでより親密で強固な生徒指導形態ができ、

より多くの方々が子どもたちに声をかけやすい状況を作ることができ、子どもたちを

見守れる体制が形成できた。

(3) 地域の方との共同活動

毎年夏休みに、数名の地域の方に来校し

て頂き、教室のカーテンの洗濯・補修をホ

ームメイキング部と共に行っている。洗濯

後のカーテンを掛ける作業は、バスケット

ボール部・サッカー部・野球部といった部

活とも協力をして、生徒と地域の方々とが

共同で行なっている。作業する中で会話も

生まれ「つながり」ができ、地域の方に子

どもたちをより知って頂くことができた。
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子どもたちも地域の方々が学校のために、自分たちのためにいろいろなことをしてく

ださっていることが分かり、地域への感謝の気持ちや、社会の一員としての自覚が大

きくなった。

２ 成果及び課題

この取組の成果として、生徒の社会貢献に関

する意識が向上したことが挙げられる。それは、

学期に１回学校生徒会が実施している地域の清

掃活動への参加者が年々増えてきていること、

校門で行っている朝のあいさつ運動への参加者

が増え、学校美化活動・廃油回収活動・学童保

育の手伝いなどの様々なボランティア活動が活

性化していることからわかる。地域の方が学校

のためにいろいろしてくださっていることを知

り、生徒も学校のために、地域のために、自分たちに出来ることをしたいと思う気持ち

が強くなってきたようだ。各活動で参加者を募集すると、以前より多くの生徒が積極的、

自主的に参加してくれるようになった。また、以前は、地域から苦情のような連絡が多

かったが、同じような内容であっても心配しているという形で連絡がくるようになって

きたように思われる。今まで行ってきた、「地域と共に子どもを育てる」という本校の方

針がこの取組によって地域に根付いてきつつあることがうかがえる。学校が地域と連携

することにより、生徒指導上においてもその効果は大きいものがあり、大変有意義であ

ったといえる。

課題としては、地域の方と共に取り組むといっても学校や地域の既存の活動を共に行

っているのにすぎず、もう一歩踏み込んだ活動を行うためには、企画段階から共に話合

いをし、ゼロから共に作り上げるという機会を作ることが出来れば更につながりが深ま

ると思われる。

今後も、地域のつながりが軽薄化している現代で、そのつながりを取り戻す役割を学

校が担うことで、地域が育ち、地域が子どもたちを見守ってくれるようになるという思

いで、学校だけではできない教育を地域と共に連携して、強化していけるよう進めてい

きたい。

３ その他参考となる事項

香芝市香芝北中学校Ｗｅｂページ

http://www.city.kashiba.lg.jp/soshiki/16-4-0-0-0_3.html
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分類番号２ 中学校 部活動の部

音楽を通しての人格形成の向上を目指した部活動指導

橿原市立八木中学校 教諭 佐伯 省一

１ 実践内容

吹奏楽部とカラーガード部は独自で活動をしているが、例

年８月後半よりマーチングバンドとして合同で活動を始め、

全国大会出場を目標に練習に取り組んでいる。総勢130～140

名の全部員で演奏・演技を作り上げていくことに努力してい

る。2004年度に全国大会初出場以来、14年間連続出場（内８

回金賞を受賞）させていただいており、その伝統を誇りに生

徒一人一人自覚をもって行動しながら、音楽を通しての喜び

や感動を仲間と共感し合っている。また、地域の行事、慰問

などの演奏活動も積極的に行うことで、地域との交流に努めている。

(1) 基本姿勢

マーチングバンドを通じて、生徒一人一人の技術の向上と人格形成を目指す。挨拶

・返事など基本的なことを大切にし、互いに認め合い向上しあえる集団作りに取り組

む。また音楽の素晴らしさをより深く理解し、共感の輪を広げることを目標とする。

マーチングバンド全国大会には、選抜されたメンバーで参加する学校もあるが、本

校は全員参加で出場する。経験のある上級生が経験のない１年生をパート毎に指導を

する体制作りを行っている。このことにより上級生は先輩としての自覚が芽生え、演

奏の技量だけでなく、人としての様々な力量を備えるようになる。後輩は、そのよう

な先輩にあこがれ、先輩と後輩の間により強い「絆」が生まれる。私自身も、天理高

校吹奏楽部で苦しい練習・厳しい経験をしながら、仲間と作品をつくりあげた。でき

た時の喜びと感動、そして全国大会とつながった過程が今の自分のバックボーンとな

っている。生徒たちにも、この部活動で経験したことを心の糧に、これから出会う大

きな壁を乗り越える力を身に付けてほしいと考える。

(2) 指導・協力体制

顧問同士が基本姿勢を共通理解し、連携の取れた指導に当たる。また、外部指導者

や卒業生などの協力も大きな力となった。たくさんの人が関われば、それだけたくさ

んの人の思いも生まれるので、スタッフのミーティングを定期的に行い、コミュニケ

ーションを大切にしている。14年間、活動が続けられているのも、こうした連携の取

れた組織的な指導体制が確立できたからである。

学校では、担任とも連絡を取り合い、部活動以外の生徒たちの様子、授業態度、学

校生活などの姿にも目を向けている。卒業生のなかには、指導者として、本場アメリ

カでマーチングを学び、後輩のために指導に帰ってきてくれている方もいる。また、

小学校、中学校で教師となり、吹奏楽・マーチングの普及に頑張ってくれている方も

いる。保護者会では、衣装・写真やＤＶＤ・チケットの管理、さらに予算に関わるこ

とを担当していただき、企画物づくりや演奏会運営などは、卒業生の保護者の方が中
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心となり「サポーターズクラブ」を組織し、協力してくださっている。

(3) 対外的な活動について

奈良県や橿原市より、様々なイベントで演奏する機会をいただくことは、マーチン

グの活動を多くの方々に知ってもらう良い機会であると共に、大きな舞台で演奏でき

たという生徒の満足感、達成感につながっている。

例年、神武祭パレード・橿原市民体育大会総合開会式に参加しており、過去には次

のようなイベントでも演奏をさせていただいた。

・全国海づくりフェスタ

・京奈和バイパス開通パレード

・平城京選都1300年イベント

・橿原市制60周年記念式典

・リオオリンピック「バドミントン金メダ

ル」タカマツペア凱旋パレードなど

(4) 地域とのつながりについて

地域の方々や生徒たちにマーチングの素晴らしさを感じてもらいたいという思いか

ら、校区小学校や幼稚園、老人ホームや地域の祭りなどで演奏する機会を出来るだけ

持つようにしている。自分たちの頑張りも必要であるが、地域の方々の応援に自分た

ちは支えられているということを生徒たちに気付かせ、地域への感謝と貢献する心を

育てたい。もちろんコンクールや全国大会の思い出も大きいけれど、老人ホームでの

演奏の思い出を語る卒業生も多い。こうした人との関わりを持てる行事により、さら

に心が育つと考える。保護者の方や地域の方からのたくさんの応援が、生徒たちの自

信と励みになっている。

２ 成果及び課題

毎年、全国大会は12月に開催されるため、３年生は12月まで部活動を続けることにな

る。それぞれが部活動と勉強の両立を目指し、入部するときからそのことを覚悟したう

えで、高い目標をもって入部してくる。上級生が積み重ねた様々な経験や伝統を下級生

に教え、伝えることにより自発性や自立性が培われている。

一人一人の存在を認

め大切にし、強い絆を

育てていきたい。部員

が多くなると、演奏の

技量、部活動に対する

意識などの個人差もあ

り、人間関係の問題など日々の課題も少なくない。顧問、学級担任と連携を取りながら

マーチングという集団部活動を通じて、協調性、自主性、社会性などの向上を目指し今

後も指導をしていきたい。そして、目標に向かって頑張る生徒たちとともに、自分も努

力をし続けたい。
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分野番号１ 県立学校 学習指導の部

キャリア教育の視点を取り入れた授業づくり

奈良県立大淀養護学校 教諭 平井 文章

１ 実践内容

本校高等部（産業科）では「生徒の興味関心と主体性を高

める」「希望や適性を配慮し、一人一人の課題や目標に合わせ

て学習内容を設定する」「意欲的に取り組める環境設定を行い、

それぞれの能力を十分に伸ばす」などのねらいがある。その

ため、専門教科では選択制を導入しており、一年ごとに、生

徒が取り組みたい、あるいは取り組ませたい学習内容やねら

いに合わせ、生徒、担任、保護者が相談して履修する授業を

決定する。「メンテナンス」はその選択授業の中の一つであり、

主に校内の整備や清掃を学習題材として知識や技能の習得などに取り組んできた。しか

し、活動が指示的であったり生徒自身の希望などとの関連が希薄であったりするなど、

生徒の主体性を十分に引き出しているとは言えず、指導に工夫が必要であると感じてい

た。

そこで、｢メンテナンス｣にキャリア教育の視点を取り入れて授業改善を行った。学習

活動の意味付けや価値付けをしっかりと行い、それらを実感できる学習プロセスの中で、

知識や技能の習得を目指すだけでなく、学校内や地域からの作業依頼を受けて活動する

ことで人の役に立てたことを実感し、身に付けたスキルを自分から使ってみたいと思え

るような魅力ある体験型学習の構築を目指した。生徒自身がもっとやりたい、頑張りた

いと思えるような学習活動を通して、一人一人の「今」が輝き充実していくことで主体

性が生まれ、自分の将来に積極的に関わっていく姿勢につながると考えたからである。

これらの仕組みの構築には学習の組み立てを工夫する「授業づくり」だけでなく、本

人の願いや課題を明らかにするための「現場実習の事後学習」を充実させる取組も必要

であり、進路指導部や研究部とも連携して仕組みづくりを進めてきた。実際の授業では

以下のような工夫を取り入れて実践を進めた。

(1) 主体的に取り組むための工夫

① 役に立つことを実感するため

の仕組みとして、「依頼を受け

る」「作業を行う」「納品・報告

をする」のプロセスを設定した。

② 自己選択と意思表示をする場

面として、作業内容の選択と班

の編制は生徒自身の希望に基づ

いて決定するようにした。

③ 未経験のことに出会うワクワ

クドキドキとして、積極的に専

門性の高い電動工具等を取り入れた。また、作業場面を他者に見られたり、知って
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もらったりすることで自尊感情につなげられるようにした。

④ 自己評価・他者評価が直感的に分かりやすいワークシートを作成した。

⑤ 「納品・報告」では、依頼主へ

の報告だけでなく、満足度アンケ

ートを自ら依頼し、自信や課題の

気付きにつながるよう留意した。

⑥ 集団での責任ある作業を意識さ

せるため、作業計画の作成やその

修正も取り入れた。

⑦ 納品の場面でタブレット端末を

利用することで、説明が苦手な生

徒も写真や動画を見せながら作業

内容を報告しやすいようにした。

(2) 現場実習と学習活動をつなげる工夫

① 「現場実習ふり返りシート」を作成し、現場実習の事後指導を充実させるととも

に、生徒自身の願いの「見える化」をすすめ、教員間でそれを共有した。

② 授業時間内に「現場実習おかえりコーナー」を設け、生徒自らが頑張りや気付き

を発表できる場面をつくるとともに、常に本人が自分の課題を意識した学習ができ

るよう継続的な指導を行った。

２ 成果及び課題

キャリア教育＝進路指導・職業教育と狭義にとらえられがちであるが、生徒が活動の

意味や意義を理解することで、主体的に取り組み、技能や態度を身に付けてきている。

作業計画の中で自分の希望だけでなく集団全体のことを考えて意思表示したり、自身で

校内の修理箇所を見つけて自ら依頼票を提出したりする生徒もいる。生徒が目を輝かせ

て活動し、そこで得られる働く喜びや充実感がきっかけとなり、生徒が｢将来はこんな

ことがしたい｣という自分の願いを意識し、自身の生活や進路にも主体的に向き合うこ

とが、卒業後の豊かな生活へとつながっていることを確信している。

また、本校では高等部だけでなく、全ての学部にキャリア教育の視点が必要との認識

が定着し、各学部が明確なねらいと柔軟な指導観をもちながら、卒業後の生活を見据え

た系統性のある授業や学部間連携を模索している。今後は、地域社会との関わりやその

中で認められる体験を増やして、更に生徒の主体性を引き出せるよう取り組んでいきた

い。

３ その他参考となる事項

参考文献

国立特別支援教育総合研究所 編著「特別支援教育充実のためのキャリア教育ガイド

ブック」 ジアース教育新社 平成23年１月

国立特別支援教育総合研究所 編著「特別支援教育における ICFの活用 Part３ 学び

のニーズに応える確かな実践のために」 ジアース教育新社 平成25年１月
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分野番号２ 高等学校 進路指導の部

学科改編期の進路指導

奈良県立二階堂高等学校 教諭 吉村 俊朗

１ 実践内容

私は平成26年度に二階堂高等学校に異動し、進路指導部長

及びキャリアデザイン科･分教室推進委員として学校運営の一

部に携わる機会を得た。赴任３年目である平成28年度に校務

分掌「キャリア教育部」が設置され、以来キャリア教育部長

の指揮下、進路指導主事として本校キャリア教育推進の一部

を担っている。

(1) 新学科開設に関わる取組

新学科開設の１年前、平成26年度は「どのような生徒を育てるのか」「その実現の

ためにどのような学びを準備するか」など、ねらいの共有化を図った。その中で私は

主に科目「産業社会と人間（以下、産社）」のメニュー作成を担った。「問題発見能

力育成」を最重要課題と捉え、宿泊研修を含む新入生オリエンテーション、インター

ンシップ、社会人講話など、あらゆる場面で「キーワードや重要な観点、感じたこと

をメモに取ることを習慣化し、振り返りとしてそのまとめを行う」という手順に拘っ

たものを準備した。また、平成26年５月には奈良東病院グループとの連携協定が締結

され、新学科の特色の一つとして「第１学年全員インターンシップ」を企画した。先

方との協議を重ね、９月と11月には希望者を募って「次年度の試行」の位置付けも含

むインターンシップを実施した。このことにより全員実施の際の改善すべき点や留意

点が明確になり、ねらいも深化できた。平成27年度以降は実務面を引き継いだ学年の

担当者が先方との協議を更に重ね、改善すべき点や留意点を明確にし、ねらいを一層

深化させるなど、改良を加えながら順調に展開している。

(2) 就職指導体制の整備

就職指導においては、「分掌主導というよりは担任が中心となって学年教員団で生

徒の支援を行う体制構築」を目標の一つとした。平成26年度、夏期休業中の就職指導

を本格化する手立てとして「応募前職場見学100％実施」を掲げた。生徒の意識醸成

を図るための目標であったのだが、結果として学年教員に受験企業に関する直接指導

をしてもらえたことに最も効果があった。９月には管理職及び各分掌長などで構成さ

れる運営委員全員が指導を行う「最終面接指導旬間」を設定した。その結果、当初希

望者の１次内定率は78％で、１月までに全員内定を得た。この取組を検証する中で、

本校進路指導の課題も明確になり、「問題発見能力」の重要性を更に生徒に認識させ

る取組が必要であると感じた。そこで、３学期に１、２年生に対し課題発見力に重点

を置いた社会人基礎力に関する講話を設定した。平成27年度は、「就職指導日（計13

回）を行事として明確化」、「進路のしおり後半を『面接の手引き』など書き込み式

のワークシートに編集」の２点の改善を図った。さらに、選考日までに行うべき取組

について「何を･いつまでに･どのように行う」を示したカードを配付し、就職指導を
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「就職を希望する生徒がその実現のために自ら積極的に対策を講じる活動」に変化さ

せた。指導項目の明確化により、複数の教員が就職指導にオリジナルの手法を盛り込

み生徒を見事に引きつけて指導を展開するなど、本校の就職指導に新たな雰囲気を作

り出してもらえた。当初希望者の１次内定率は76.8％であり、前年度からの飛躍は得

られなかったが、本校の就職指導力深化の手応えを感じることができた。平成28年度

は校長から「普通科最後の卒業生の進路を保証すること」の指示があった。一層緊張

感をもった指導が必要であると構えたが、「設定した就職指導日には就職を希望する

ほとんどの生徒が指定した時刻に登校し、学級担任を中心とした指導を受けている」

「進路のしおりのワークシートを計画的に活用している」など、２年前に目標とした

組織的･計画的指導が一層校内に浸透しており、当初希望者１次内定率92.6％は追い

風の吹いていた年とはいえ満足できる値であった。

２ 成果及び課題

キャリアデザイン科１期生である現３

年生は、総合学科の必履修科目である｢産

社(２単位)」、２年生、３年生での課題

研究を軸とした｢総合的な学習の時間(計

４単位)｣、及び80科目以上に及ぶ選択科

目などの中で、組織的･計画的に社会人

基礎力などを育み、客観的な学力保障と

しての資格取得や検定合格を支援してき

た生徒達である。その就職希望生徒を率

いてジョブサマースクールに参加したが、企業説明ブースなどで熱心にメモをとってい

る本校生徒の姿はとても輝いていた。成果とまでは言わないがこれは率直にうれしい出

来事であった。また、就職選考あるいは大学の推薦入試やＡＯ入試において、課題作文

や小論文、面接や口頭試問などの場面で産社や課題研究などの技能や手法が効果的に活

用できた生徒もいる。これはまだ成果と言えるほどの検証ができていないが、過去３年

間に内定者のなかった事業所から内定を頂いたり、同じく過去３年間に合格者がいなか

った大学に合格したりと、生徒の進路実現に広がりは出始めている。

平成29年度末には総合学科として取り組んでいる我々のキャリア教育が生徒の進路に

どう影響を与え、どのように反映されたか、総括や経年比較などにより検証を行い、そ

れを今後の取組に活かしていく予定である。目標をもつこと、それに到達するための手

立てを考えること、それを行動面に移すことを理解した生徒は、自己肯定感も高まり学

校生活全般にモチベーションをアップさせることができる。生徒に本校の学びの形態を

誇らしく思わせ、さらに、「二階堂高校に来て本当によかった」と思わせるべく、検証

を重ね、改善を図り、キャリア形成のための能力や態度を育成していきたい。

３ その他参考になる事項

奈良県立二階堂高等学校Ｗｅｂページ

http://www.e-net.nara.jp/hs/nikaido/index.cfm/1,html
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分野番号４ 県立学校 特別活動の部

地域に愛される学校づくりを目指した望ましい生徒会組織の確立について

奈良県立奈良情報商業高等学校 教諭 喜多 純

１ 実践内容

本校における生徒会活動は、全校生徒一人一人の学校生活

の充実と向上を目標として展開している。この目標を達成す

るため、生徒会役員一人一人に課題を与え、考えて行動させ

ることで、自主的で創造的な活動となるように心掛けて指導

をしている。

(1) 校内における活動

全校生徒が積極的に参加し、充実感を得られるような、

学校行事を目指している。年間２回実施される生徒会リー

ダー研修会において、「様々な学校行事の在り方」、「役員自らが目指すもの」を課題

として与え、生徒会役員相互による活発で自由な討議をさせている。このような指導

から、自分たちの学校は自分たちの手で作り上げるという、意欲的な姿勢がみられる

ようになり、学校行事のみにとどまらず生徒会役員の一員としての自覚を促し組織的

な生徒会の確立に繋がっていると考える。

また、生徒会主導による、各種委員会を通した校内

の環境美化や募金活動、定期的なあいさつ運動なども

継続的に行っている。近年は、毎朝の学校周辺や通学

路の清掃活動も運動部員の有志を中心に広がりをみせ、

近隣住民からも一定の評価を得ている。

(2) 校外における活動

社会の一員としての自覚を深め、地域に根ざし、さらには地域に愛される学校を目

指し、地域社会との連携や交流、異年齢間の交流など学校外の活動を進めている。

① あいさつ強調月間

「あいさつ強調月間」を設け、本校生徒会役員が小学校に出向き、あいさつ運動

を行っている。その際、「元気にあいさつ」と書かれた横断幕を作成し、早朝より

元気でさわやかな活動となるように工夫させた。また小学校に出向かない日も、本

校校門前において登校する生徒を元気なあいさつで迎えている。活動中は、あいさ

つ運動に参加する生徒が日ごとに増えている。

② 桜井っ子、きれいきれいキャンペーン

この活動は、平成25年度に小学校の通常の清掃時間に小学校へ出向き児童と共に

校内の清掃を行ったことがきっかけである。活動後、児童が心待ちにしてくれる盛

んな活動となったため、発展的な取組として小学校と協働で継続していくことにな

った。現在は、児童や近隣企業の方、地域住民、本校生徒が同時刻一斉に取り組む

清掃活動に発展した。初年度の平成26年度は、児童と生徒会約200名程度の協働活

動であったが、熱心に取り組む姿と、子どもたちの愛らしい様子から自発的に地域

や企業の方々も、私たちとともに取り組んでいただけるようになり、年々規模が拡
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大され、児童と本校生徒人数を含めた約340名に、14の企業・団体が共に参加する

地域に定着した取組となった。

③ 交通安全啓発活動

長年にわたり継続している取組として、春と秋

の交通安全週間の際に交通安全を呼びかけるマス

コット配布等の交通安全啓発活動がある。平成25

年度に桜井警察署長から「自転車マナーアップ隊」

モデル校の指定を受け、生徒会が参加した同署開

講の交通安全教室に参加し、その後に全校生徒へ

安全な自転車の乗り方などを呼びかけたり、街頭

で市民へ交通事故防止を呼びかけたりした。これらの活動により本校生徒会は、交

通安全思想の普及高揚に努め、効果的な活動を推進したことに対し、平成25年度に

は一般財団法人交通安全協会から、平成27年度には奈良県交通対策協議会から、県

知事表彰を受けた。

(3) ボランティア活動

平成23年度に、奈良県高等学校生徒会連絡会「東日本大震災被災地支援」ボランテ

ィアに、私自身が引率教員として参加した。そこで悲惨な状況、掘り起こされる遺品、

懸命にボランティア活動に励む生徒の姿を目のあたりにした。この貴重な体験を生徒

にありのまま伝えることが、現地に足を運ばずとも、私が感じた思いを共有し、社会

貢献や社会の一員であることの自覚を深める機会になると強く感じた。帰校後、臨時

に全校集会をもち、生徒にボランティア活動の様子を伝えた。

私が現地で目にした悲惨な現状や肌身で感じたこと、亡くなられた方々の追悼の思

いや被災地の復興への願いが、当時の私自身の体から熱く溢れていたように感じた。

そこで、ボランティア活動に参加することが、生徒自身の人間性の伸長に繋がると考

え、翌年から、同連絡会が取り組む「災害ボランティア」に生徒会役員や有志生徒を

これまでに36名参加させている。

２ 成果および課題

数年間にわたるこれらの取組から、入学後すぐに生徒会に所属し活動したいという生

徒が現れるようになり、多くの経験を積むことができ、校内における望ましい組織とし

て生徒会が確立されてきた。また、豊かで充実した学校づくりに向け、自発的な活動が

できるようになり、その波及効果として、学校全体が活力ある校風に変化してきたこと

や地域と連携した取組が多く実現したことも成果の一つである。

そして、役員一人一人に対して高い意識をもたせる指導が生徒会担当をしている上で、

最も苦労したことであり重要なことであると感じ、個々の役員の思いを聞いたり、役員

としてのあるべき姿を諭したりすることに多くの時間を費やしながら、常に生徒を応援

し続けてきた。しかし、生徒の自主的な活動を尊重するために、生徒の成長に期待し、

助言をどこまで行うことが適切であるかを見極めることが今後の課題である。

３ その他参考となる資料

奈良県立奈良情報商業高等学校Ｗｅｂページ http://nara-ich.sakura.ne.jp/



- 29 -

分野番号９ 県立学校 学校教育目標の具体化の部

学校設定科目「探究科学」の取組を通じた、科学研究と進路指導の一体化とその普及

奈良県立青翔中学校・高等学校 教諭 生田 依子

１ 実践内容と成果

学校設定科目「探究科学」は生徒が自分自身で課題を発見し、

研究する「探究活動」を実践する授業である。中学３年生から

高校３年生までの全生徒が４年間履修する。この授業は１クラ

ス３、４人を１班に編成し、理科４科目と数学分野に分かれて、

研究させる。そのため、１クラスを理科と数学の教員５人で担

当しており、研究内容や授業の進行に教員間の連携が欠かせな

い。生徒は研究に取り組んだことで、能力と個性を伸展させ、

自信をつけ、理系の研究者を目指すようになる。その成果は学

会発表などや国公立理系進学者数の増加となって現れている。更に生徒と共に行う研究

方法を理科、数学の教員と共有し、数学教員の多くと全ての理科教員が学会発表を行っ

ている。京都大学の教員などからは、生徒による学会発表の内容が地域連携を通じた科

学研究となっていると高い評価をいただき、それ以降、京都大学との連携が深まってい

る。

また、生徒の適性・進路希望に応じた研究に関係するボランティア活動など、地域で

の活動にも力を入れている。生徒は自分自身の研究が地域で役に立つと自覚し、研究に

よって社会貢献ができることを実感できている。以下にその主な例を示す。

(1) 京都大学総合博物館主催「連続シンポジウム京都から、『未来の子どもたち』へ贈

る」発表

京都大学大学院教育研究科では探究活動と進路について研究をしている。本校は探

究活動の成果を進路指導に生かすことができる全国でも珍しい学校との評価をいただ

いた。

(2)「The Global Partnership on Science Education through Engagement in Kyoto

（GSEE/Kyoto）」（理系研究者を中心とした国際学会）発表

平成27年12月京都大学でシンポジウム「科学教育in京都2015」(GSEE/Kyoto主催）

発表、平成28年２月国際学会「GSEE/Kyoto 2016」英語の口頭発表。京都大学総合博

物館館長（当時）の依頼があり、本校の「探究科学」を中心とした科学研究と進路指

導を発表した。

(3) 科学技術振興機構からSSH交流会支援事業に２回採択されている（毎年全国のSSH校

から10件程度採択）

① 平成27年度「遺跡のモモ核の分類」

福島県から佐賀県までの14校の高等学校と生徒同士の共同研究を中心となって進

めた。京都大学で共同研究の生徒発表会を開催した。京都大学や東北大学の教員ら

８人を招き指導助言を得た。日本全国で遺跡のモモ核を分類した先行研究はなく、

科学技術振興機構からは今後も継続してもらいたい研究と評価をいただいた。また、

指導助言をいただいた大学教員からは、高校生が地域の遺跡に関心をもち、科学的

に仮説を立てて実行した点や全国展開するためにコンソーシアムを構成した点につ

いて、高い評価をいただいた。
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② 平成29年度「南極でしたい研究を考える」ワークショップとポスター発表会

南極で生徒と共同研究をした経験を生かし、他府県の14校の高等学校の生徒と教

員を招いて実施した。国立極地研所、国立情報通信研究機構（NICT）、京都大学な

どの南極経験のある研究者を９人招き、生徒が研究者と対話しながら深い学びがで

きるように実施。指導いただいた大学教員からは、「課題設定やアイデア発想を行

う、よい場になっていると思う。」と好評をいただいた。この成果をNICTと協同で

「けいはんな情報フェア2017」の南極デーにおいて、ポスター形式で発表した。

参加生徒へのアンケートでは、93％の生徒が「今回の発表会に参加して自然科学

への興味・関心が高まった。」、92％の生徒が「ポスターを作成し、発表をしたこと

で、課題に対して仮説をたてることができるようになった。」、86％の生徒が「ポス

ターを作成し、発表をしたことで、研究を提案できるようになった。」と回答した。

このことから、生徒が探究活動を経験することで、次期学習指導要領で重視されて

いる「深い学び」が実現できていると考えられる。

(4) 第58次日本南極地域観測隊に教員派遣で参加（平成28年度）

生徒の考案した研究を南極で実施し、生徒と共同研究を行った。昭和基地から中

継で共同研究を中心とした授業を全校生徒に２回実施した。南極での共同研究の成

果を第64回日本生化学会近畿支部例会で生徒が発表した。南極における「微生物の

発電」は先行研究がなく、テレビでも取り上げられた。

(5) その他の実践と成果

① 県主催「森林環境教育指導者養成研修」における講師。（平成23年～平成29年）

② 県主催「森林の適切な保全と活用シンポジウム」にパネリストとして参加。

発表後 NPO法人から共同研究の提案があり、地域と本校生徒の共同研究を行い、

その一貫としてボランティア活動を実施。

③ 指導生徒の実績（上記以外の実績）平成25年度～平成28年度

平成26年度～平成28年度 学生科学賞奈良県審査最優秀賞第一席知事賞

平成25年度 第61回日本生態学会大会高校生発表優秀賞 他発表１本

平成26年度 日本文化材科学会第31回大会一般の部発表 京都大学アカデミック

デイ2014一般の研究者と同会場で発表

武蔵野大学主催第１回数理工学コンテスト優秀賞 他発表６本

平成27年度 日仏生物学会（国際学会一般の部）英語口頭発表特別賞受賞

日本生化学会近畿支部例会発表 他発表１本

平成28年度 日本学生科学賞入選３等（全国大会）他発表３本

２ 課題

「探究科学」の取組を通じた、科学研究と進路指導の一体化とその普及には、「探究

科学」の評価を、目標に準拠した評価とする必要がある。そのために、新学習指導要領

で育成すべき「資質・能力」に注目した評価方法の開発を現在行っている。

３ その他参考となる事項

日本南極地域観測隊教員派遣 http://www.nipr.ac.jp/info/h29-kyouinhaken/

県主催「森林環境教育指導者養成研修」 http://www.pref.nara.jp/25268.htm

奈良県立青翔中学校Ｗｅｂページ http://www.nps.ed.jp/seisho-hs/junior/
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